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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当第１四半期連結累計期間における我が国経済は、消費税率引き上げに伴う駆け込み需要の反動が懸念されてい

たものの、経済・金融政策の効果等を背景に、緩やかな景気の好転が続き、企業収益の改善や設備投資の持ち直し

の動きが見られました。また、海外景気の不透明感はあるものの、国内の雇用情勢や消費マインドも改善されまし

た。今後は政府による成長戦略の後押しも見込まれ、引き続き景気の回復が期待されています。 

当情報サービス業界においては、システムの統合や更新需要の増加等により、企業のシステム投資は回復傾向が

見られます。企業のニーズは依然として「効率的でコストパフォーマンスの高い情報システム」にあり、さらなる

顧客目線でのシステム提案が求められております。 

当社は、このような状況の中、営業とシステムエンジニアが一体となってビジネスに対応する製販一体体制を強

化するとともに、社員一人ひとりの成長を目指した社員教育に注力することで提案力の強化・生産性の向上を図

り、顧客満足度を高めるべく努めてまいりました。当社の主力である統合業務ソフトウェア「ＯＢＩＣ７シリー

ズ」は、会計を中心に販売情報や生産情報などを統合的に管理するＥＲＰシステムとして、様々な業種の企業に幅

広く求められました。主な傾向として、大企業向けのシステム構築が好調に推移しています。業種・業務別のソリ

ューションに関しても、金融業向け、サービス業向け、流通業向け、製造業向け等、業種を問わずシステム構築の

引き合いが強まりました。また、採算性の良いシステムサポート事業が安定的に伸長し、業績に寄与いたしまし

た。 

この結果、当第１四半期連結累計期間の連結業績は、売上高130億93百万円(前年同期比6.3％増)、営業利益55億

11百万円(同11.1％増)、経常利益は62億94百万円(同12.8％増)、四半期純利益は42億45百万円(同17.3％増)となり

ました。

今後も当社は、顧客第一主義のもと、よりコストパフォーマンスの高いシステム提案ビジネスに注力し業績の向

上に努めてまいる所存であります。

 

セグメントの業績は次の通りであります。 

 

(A)システムインテグレーション事業 

製販一体での直接販売によって、リソースを意識しつつ、幅広いニーズを捉える顧客満足度の高い提案活動を続

けております。その結果、主力の統合業務ソフトウェア「ＯＢＩＣ７シリーズ」は、会計を中心に販売情報や生産

情報などを統合的に管理するＥＲＰシステムとして、様々な業種の企業に求められております。主な傾向として、

大企業向けのシステム構築が好調に推移しています。業種・業務別のソリューションにおいても堅調に推移いたし

ました。 

この結果、外部顧客に対する売上高は、77億74百万円（前年同期比5.8％増）、営業利益は33億23百万円（同

10.8％増）となりました。 

(B)システムサポート事業 

当社の主力サービスであるシステムの「運用支援サービス」が順調に伸長しております。 

この結果、外部顧客に対する売上高は、38億72百万円（前年同期比7.6％増）、営業利益は20億10百万円（同

12.7％増）となりました。

(C)オフィスオートメーション事業 

付加価値の高い業務用パッケージソフトの販売が、好調に推移しております。一方で、印刷サプライやオフィス

家具等の販売は、消費増税に伴う駆け込み需要の反動減が見られました。 

この結果、外部顧客に対する売上高は、14億47百万円（前年同期比5.5％増）、営業利益は１億77百万円（同

1.4％増）となりました。
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（２）財政状態に関する説明

当第１四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物（以下「資金」という）の残高は570億81百万円とな

り、前連結会計年度末に比べ、26億66百万円増加いたしました。各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次

の通りであります。 

（営業活動によるキャッシュ・フロー） 

営業活動の結果増加した資金は、53億82百万円であります。これは主に税金等調整前四半期純利益が62億92百万

円計上されたほか、利息及び配当金の受取額が６億27百万円計上された一方で、持分法による投資利益が４億34百

万円計上されたこと及び法人税等の支払26億65百万円が発生したことによるものであります。

（投資活動によるキャッシュ・フロー） 

投資活動の結果減少した資金は、25百万円であります。これは主に有形固定資産の取得により24百万円減少した

ことによるものであります。 

（財務活動によるキャッシュ・フロー） 

財務活動の結果減少した資金は、26億90百万円であり、これは配当金の支払によるものであります。 

なお、今後とも資金を企業の業績伸長のため有効に使用しつつ、「効率経営」に努めてまいる所存であります。 

 

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

当社は中長期的に安定した企業の発展を考え、豊富な受注残を確保しながら業績のオペレーションを行っており

ます。主力であるシステムインテグレーション事業では、約６ヶ月の受注残の確保を目標としておりますが、当第

１四半期連結会計期間末現在、概ね目標どおりの受注残を保有しており、業績は予定通り推移しております。よっ

て、平成26年４月24日に公表しました業績予想の見直しは行っておりません。

 

２．サマリー情報（注記事項）に関する事項

（１）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

 会計方針の変更

（退職給付に関する会計基準等の適用） 

１．当該会計基準等の名称 

 「退職給付に関する会計基準」（企業会計基準第26号 平成24年5月17日）及び「退職給付に関する会計基準

の適用指針」（企業会計基準適用指針第25号 平成24年5月17日） 

２．当該会計方針の変更の内容 

 当該会計基準第35項本文及び同適用指針第67項本文に掲げられた定めについて当第１四半期連結会計期間から

適用し、退職給付債務及び勤務費用の計算方法を見直し、退職給付見込額の期間帰属方法を期間定額方式から給

付算定式基準へ変更並びに割引率の決定方法を割引率決定の基礎となる債券の期間について従業員の平均残存勤

務期間に近似した年数を基礎に決定する方法から退職給付の支払見込期間及び支払見込期間ごとの金額を反映し

た単一の加重平均割引率を使用する方法へ変更いたしました。 

３．当該経過措置に従った会計処理の概要等 

①当該経過措置に従って会計処理を行なった旨 

 当該会計基準第37項に定める経過的な扱い（過去の期間の財務諸表に対しては遡及処理しない）に従ってお

ります。 

②当該経過措置の概要 

 当第１四半期連結会計期間の期首において、退職給付債務及び勤務費用の計算方法の変更に伴う影響額を利

益剰余金に加減しております。 

４．当該会計方針の変更による影響額 

①税金等調整前四半期純損益に対する影響額 

 当第１四半期連結累計期間の税金等調整前四半期純利益に与える影響額は軽微であります。 

②その他の重要な項目に対する影響額 

 当第１四半期連結会計期間の期首の退職給付に係る負債が302百万円減少し、利益剰余金が194百万円増加し

ております。 
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３．四半期連結財務諸表

（１）四半期連結貸借対照表

    （単位：百万円） 

 
前連結会計年度 

(平成26年３月31日) 
当第１四半期連結会計期間 

(平成26年６月30日) 

資産の部    

流動資産    

現金及び預金 56,415 59,081 

受取手形及び売掛金 8,466 7,541 

商品及び製品 112 109 

仕掛品 540 554 

原材料及び貯蔵品 57 44 

その他 1,671 2,020 

貸倒引当金 △5 △2 

流動資産合計 67,259 69,350 

固定資産    

有形固定資産    

建物及び構築物（純額） 3,381 3,347 

土地 26,942 26,942 

その他（純額） 447 414 

有形固定資産合計 30,770 30,704 

無形固定資産    

その他 69 63 

無形固定資産合計 69 63 

投資その他の資産    

投資有価証券 51,516 53,472 

その他 3,132 2,694 

貸倒引当金 △2 △2 

投資その他の資産合計 54,645 56,164 

固定資産合計 85,485 86,932 

資産合計 152,745 156,283 
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    （単位：百万円） 

 
前連結会計年度 

(平成26年３月31日) 
当第１四半期連結会計期間 

(平成26年６月30日) 

負債の部    

流動負債    

買掛金 3,774 3,224 

未払法人税等 2,724 2,539 

賞与引当金 2,398 3,202 

その他 3,490 4,056 

流動負債合計 12,388 13,022 

固定負債    

役員退職慰労引当金 722 730 

退職給付に係る負債 5,217 4,981 

資産除去債務 140 141 

その他 4 14 

固定負債合計 6,085 5,866 

負債合計 18,473 18,888 

純資産の部    

株主資本    

資本金 19,178 19,178 

資本剰余金 19,530 19,530 

利益剰余金 111,635 113,434 

自己株式 △18,499 △18,499 

株主資本合計 131,844 133,643 

その他の包括利益累計額    

その他有価証券評価差額金 4,175 5,500 

土地再評価差額金 △1,751 △1,751 

退職給付に係る調整累計額 2 1 

その他の包括利益累計額合計 2,426 3,750 

純資産合計 134,271 137,394 

負債純資産合計 152,745 156,283 
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第１四半期連結累計期間）

    （単位：百万円） 

 
前第１四半期連結累計期間 
(自 平成25年４月１日 

 至 平成25年６月30日) 

当第１四半期連結累計期間 
(自 平成26年４月１日 
 至 平成26年６月30日) 

売上高 12,314 13,093 

売上原価 4,736 4,841 

売上総利益 7,577 8,252 

販売費及び一般管理費 2,617 2,740 

営業利益 4,960 5,511 

営業外収益    

受取利息 7 10 

受取配当金 191 284 

持分法による投資利益 369 434 

受取賃貸料 24 24 

その他 55 59 

営業外収益合計 647 813 

営業外費用    

賃貸費用 29 29 

その他 1 1 

営業外費用合計 30 30 

経常利益 5,577 6,294 

特別損失    

固定資産除却損 1 1 

その他 0 － 

特別損失合計 2 1 

税金等調整前四半期純利益 5,575 6,292 

法人税、住民税及び事業税 2,596 2,501 

法人税等調整額 △641 △454 

法人税等合計 1,954 2,046 

少数株主損益調整前四半期純利益 3,620 4,245 

少数株主利益 － － 

四半期純利益 3,620 4,245 
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（四半期連結包括利益計算書）

（第１四半期連結累計期間）

    （単位：百万円） 

 
前第１四半期連結累計期間 
(自 平成25年４月１日 

 至 平成25年６月30日) 

当第１四半期連結累計期間 
(自 平成26年４月１日 
 至 平成26年６月30日) 

少数株主損益調整前四半期純利益 3,620 4,245 

その他の包括利益    

その他有価証券評価差額金 389 884 

退職給付に係る調整額 － △0 

持分法適用会社に対する持分相当額 △785 440 

その他の包括利益合計 △396 1,323 

四半期包括利益 3,224 5,569 

（内訳）    

親会社株主に係る四半期包括利益 3,224 5,569 

少数株主に係る四半期包括利益 － － 
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（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書

    （単位：百万円） 

 
前第１四半期連結累計期間 
(自 平成25年４月１日 

 至 平成25年６月30日) 

当第１四半期連結累計期間 
(自 平成26年４月１日 
 至 平成26年６月30日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー    

税金等調整前四半期純利益 5,575 6,292 

減価償却費 75 84 

持分法による投資損益（△は益） △369 △434 

退職給付引当金の増減額（△は減少） 145 － 

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） 14 7 

賞与引当金の増減額（△は減少） 590 804 

役員賞与引当金の増減額（△は減少） － △57 

貸倒引当金の増減額（△は減少） △5 △3 

退職給付に係る負債の増減額（△は減少） － 65 

受取利息及び受取配当金 △199 △295 

固定資産除却損 1 1 

売上債権の増減額（△は増加） 718 925 

たな卸資産の増減額（△は増加） 56 1 

仕入債務の増減額（△は減少） △87 △550 

その他 △36 577 

小計 6,478 7,419 

利息及び配当金の受取額 536 627 

法人税等の支払額 △4,472 △2,665 

営業活動によるキャッシュ・フロー 2,542 5,382 

投資活動によるキャッシュ・フロー    

投資有価証券の取得による支出 △0 △0 

有形固定資産の取得による支出 △24 △24 

無形固定資産の取得による支出 △1 △0 

投資活動によるキャッシュ・フロー △26 △25 

財務活動によるキャッシュ・フロー    

配当金の支払額 △2,242 △2,690 

財務活動によるキャッシュ・フロー △2,242 △2,690 

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 273 2,666 

現金及び現金同等物の期首残高 44,460 54,415 

現金及び現金同等物の四半期末残高 44,733 57,081 
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（４）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

 該当事項はありません。

 

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

 該当事項はありません。
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４．補足資料

（１）生産、受注及び販売の状況

 ①販売実績

（単位：百万円）

 

前第１四半期連結累計期間 

（自 平成25年４月１日 

  至 平成25年６月30日） 

当第１四半期連結累計期間 

（自 平成26年４月１日 

  至 平成26年６月30日） 

増  減

  金 額 構成比 金 額 構成比  

 システムインテグレーション事業 7,345 59.6 7,774 59.4 429

 システムサポート事業 3,597 29.2 3,872 29.6 274

 オフィスオートメーション事業 1,371 11.2 1,447 11.0 75

合    計 12,314 100.0 13,093 100.0 779

 

 ②受注実績及び受注残高

 （単位：百万円）

 

前第１四半期連結累計期間 

（自 平成25年４月１日 

  至 平成25年６月30日） 

当第１四半期連結累計期間 

（自 平成26年４月１日 

  至 平成26年６月30日） 

増  減 

  受注高 受注残高 受注高 受注残高 受注高 受注残高

 システムインテグレーション事業 8,110 16,673 8,151 16,409 41 △264

 システムサポート事業 3,960 18,327 4,323 18,822 362 495

 オフィスオートメーション事業 1,531 768 1,526 616 △5 △152

合    計 13,602 35,769 14,001 35,848 398 78

 

 以上
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